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とうまの一年

 広報紙 ｢ 我が郷土 ｣ 令和３年新春号から 11 月号に掲載さ

れた主な出来事を抜粋しています ( レイアウトの関係上、

写真は順不同となっています )

行く年

  －私たちが歩んだ時の跡ー
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①令和２年 10 月／新型コロナウイルス感染症終息の願
いを込めてプレミアム付き商品券第１弾を発行。現在ま
でに第３弾まで発行された。②当麻町そ菜研究会キュ
ウリ部会が令和２年度キュウリ総販売金額８億円を突
破。③ 11 月５日／町の福祉推進に尽力された長縄芳一
さん、町行政の振興に貢献された河野豊さんが当麻町功
労表彰を受賞。④ 11 月 14 日／当麻消防団第３分団が
創立 100 周年を迎え記念式典が行われた。⑤ 12 月 28
日／全国高等学校ラグビーフットボール大会に当麻中学
校出身で旭川龍谷高等学校ラグビーフットボール部所属
の水口堅稀さんと水口遥太さんが出場。⑥令和３年２月
３日／藤尾義次さんの所有する山林が、適切な整備を実
践している森林所有者を表彰する「森と人を育てるコン
クール」優秀賞を受賞。⑦３月１日／前当麻町長 菊川
健一氏に名誉町民の称号を授与。⑧３月 19 日／当麻町
の交通安全を 56 年間にわたり見守ってきた女性ドライ
バークラブが令和２年度で活動に幕を下ろすこととなり
感謝状が贈呈された。⑨当麻農業協同組合、当麻米産地
形成協議会、当麻町カントリー利用協議会、当麻町、当
麻町米麦改良協会は当麻米新アイテム「北海道当麻産き
たくりん６食パックご飯」の誕生を記念し、町民全戸に
パックご飯をプレゼントした。⑩３月 16 日／地域経済
の発展を目指すため、旭川信用金庫と５項目の事項が盛
り込まれた包括連携協定を締結。⑪４月 28 日／郷土資
料館がリニューアル。愛称に‟ここから”と名付けら
れる⑫５月 14 日／町内の交通事故死ゼロ 2000 日を達
成。過去最長。５月 16 日に当麻ダムで自動車転落事故
があり 2002 日でストップ。⑬５月 24 日／新型コロナ
ウイルスワクチン集団接種が開始。12 月 13 日現在対象
者 5,900 人のうち 2 回目接種完了者が 5,278 人。⑭６月
10 日／所有者が手放したい不動産を０円物件としてサ
イト上で紹介し、不動産を探す人との仲介をしている０
円都市開発合同会社と「空き家等の流通及び利活用促進
に関する連携協定」を締結。⑮６月 14 日／丸果旭川青
果卸売市場㈱で行われたでんすけすいかの初競りで１玉
60 万円と過去３番目の高値が付いた。⑯６月４日／当
麻小学校 6 年生が英語授業の中でオーストラリアの子ど
もたちとオンラインによる交流を行った。⑰７月 15 日
／当麻町民生委員児童委員協議会が、当麻小学校低学年
下校時の声掛け見守り活動を開始。⑱７月 31 日／商工
会と青年会議が新型コロナウイルス感染症の収束と町民
皆さんが元気に過ごせることを願い夏の夜空に 285 発
の花火を打ち上げた。⑲９月 26 日／子どもたちが自ら
田植えと稲刈りを行う田んぼの学校はコロナ禍により中
止。代わりに田んぼの学校校長で町内農家の舟山賢治さ
んが機械で収穫を行った。⑳ 10 月 30 日／交流人口の
増加が見込めるとして町も積極的に企業誘致を行い、本
社を滋賀県に置くアウトドアブランド NANGA が北海道
初の店舗をとうま山キャンプ場横にオープン。
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当麻町長　村 椿 哲 朗

コ
ロ
ナ
の
先
の
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
く

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
の
新
春
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
期
に
わ
た
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

戦
い
。
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
日
々
の
感
染
予
防
の
効
果
な
ど

に
よ
り
、
社
会
・
経
済
活
動
が
各
方
面
で
徐
々
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

　

町
民
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
へ
の
ご
支
援
、
低
迷
し
た
消
費

を
喚
起
し
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
く
、
商
工
会
と

連
携
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券(

第
３
弾)

を
発
行
。

地
域
で
共
に
支
え
合
う
、
町
民
皆
さ
ま
の
温
か
な
お
気
持

ち
に
よ
り
、
希
望
を
も
っ
て
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

商
工
会
や
金
融
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
町

と
し
て
も
、
町
議
会
議
員
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
支
援
策
を
数
々
、
実
行
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
国
、
道
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
支
援
策
が
実

行
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
日
本
の
農
業
情
勢
。

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
当
麻
農
業
は
底
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
外
食
用
米
が
非
常
に
苦
戦
す
る
中
、
当
麻

農
協
の
ブ
ラ
ン
ド
米｢

今
摺
米｣

は
、
関
東
・
関
西
な
ど

都
市
圏
販
路
に
お
い
て
積
み
重
ね
て
き
た
信
頼
関
係
、
日

頃
か
ら
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
消
費
者
皆
さ
ま
か
ら

の
根
強
い
人
気
の
ご
家
庭
の
内
食
米
と
し
て
、
堅
調
に
買

い
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
産
米
の
相

対
取
引
価
格
が
低
下
す
る
も
、
上
川
管
内
作
況
指
数

｢

１
０
８｣

豊
作
、
加
え
て
低
タ
ン
パ
ク
高
品
質
米
。
生

産
者
皆
さ
ま
の
営
農
努
力
の
賜
物
で
あ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

当
麻
町
の
強
み
で
あ
る
水
稲
を
軸
と
し
た
、
施
設
園
芸

作
物
と
の
複
合
経
営
に
よ
る｢

稼
ぐ
当
麻
農
業
モ
デ
ル｣

。

そ
菜
・
花
き
で
は
全
体
で
13
億
９
千
万
円
の
販
売
実
績
で

あ
り
、
当
麻
町
が
誇
る
複
合
経
営
の
底
力
を
改
め
て
実
感

す
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
予
想
さ
れ
る
担
い
手
の
高
齢
化
、
労
働
力
不
足
に

備
え
る
べ
く
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
を
活
用
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
自
動
操
舵
機
、
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
た
野
菜
・
花

き
栽
培
の
土
台
と
な
る
ハ
ウ
ス
設
備
導
入
な
ど
、
引
き
続

商品券売払代金１億円、町の自主財源5,000万円を上乗せ

町内で循環する直接的経済効果は１億5,000万円

「
日
々
勉
強 

日
々
感
謝｣

令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
て



令和４年の年頭にあたり

き
当
麻
農
協
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
業
振

興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

｢

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク｣

。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
大

き
く
受
け
る
林
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
11
月
９
日
、
鈴
木
直
道

北
海
道
知
事
に
当
麻
町
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
林
業
・
木

育
の
町
の
広
告
塔
的
存
在
で
も
あ
る
、
ト
ウ
マ
電
子
工
業

さ
ん
所
有
レ
ン
タ
カ
ー
、
日
本
初
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
サ
ウ
ナ

バ
ス
体
験
の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ご
案
内
、
当
麻
町
産
木

材
１
０
０
％
使
用
の
木
造
役
場
庁
舎
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
麻
町
が
取
り
組
ん
で
き
た
循
環
型
林
業
、
今
後
の
展

望
を
私
か
ら
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
鈴
木
知

事
よ
り｢

森
林
資
源
を
大
切
に
し
な
が
ら
木
に
触
れ
、
生

活
に
取
り
入
れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
当

麻
町
の
取
り
組
み
に
、
よ
う
や
く
社
会
が
、
時
代
が
追
い

付
い
て
き
た
と
感
じ
ま
す｣

と
、
大
変
光
栄
な
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に｢

ぜ
ひ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海

道
を
代
表
す
る
、
日
本
の
モ
デ
ル
自
治
体
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
北
海
道
と
と
も
に
ぜ
ひ
、
協
力
し
合
い
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い｣

と
、
多
分
な
る
ご
期
待
、
要
請
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
麻
町
か
ら
、
北
海
道
を
、
日
本
を
代
表
す
る
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
創
り
出
す
。
決
意
を
新
た
に
、
林
業
の
町
、
木

育
の
町
、
農
林
業
連
携
の
町
、
日
本
唯
一
の
農
林
業
合
同

事
務
所
の
強
み
を
生
か
し
、
当
麻
町
森
林
組
合
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
連
携
し
、
総
力
を
も
っ
て
挑
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

東京都八王子市民に20年を超え愛され続けるスーパーアルプス店頭販売｢今摺米｣

鈴木直道知事｢なおみちカフェ当麻町｣



　

前
町
長
、
菊
川
健
一
氏
へ
名
誉
町
民
称
号
を
授
与
。
平

成
12
年
２
月
、
当
麻
町
長
に
初
当
選
以
来
、
連
続
５
期
20

年
に
わ
た
り
、
当
麻
町
の
町
勢
進
展
に
、
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
い
た
数
々
の
輝
か
し
い
功
績
。
敬
意
と
謝
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
麻
町
が
目
指
す
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
賛
同
を
い
た
だ
き
、
民
間
事
業
者
さ
ん
の

誘
致
が
実
現
。
宇
園
別
公
民
分
館
内
・
旧
地
域
保
育
園
の

場
を
改
修
し
令
和

３
年
４
月
１
日
、

０
・
１
・
２
歳
児
を

預
か
る
小
規
模
保

育
園｢

い
っ
ぽ｣

が
開
園
し
ま
し
た
。

　

町
民
皆
さ
ま
に
長
年
、
愛
さ
れ
て
き
た
お
店
が
後
継
者

不
在
な
ど
に
よ
り
閉
じ
る
こ
と
は
、
大
変
残
念
な
こ
と
で

す
。
一
方
で
、
当
麻
町
で
夢
を
描
き
、
新
た
に
お
店
が
多

数
誕
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

当
麻
町
で
の
新
規
出
店
、
既
存
店
の
魅
力
向
上
へ
の
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る
、
と
う
ま
の
お
店
元
気
事

業
な
ど
、
継
続
、
強
化
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
、
起
業
促
進
、
施
設
間
連
携
・
相
乗
効
果
に

よ
る
エ
リ
ア
全
体
の
魅
力
向
上
。
官
民
連
携
の
力
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
ピ
ン
チ
、
ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
で
チ
ャ
ン
ス
に
か
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

長
期
学
校
休
業
な
ど
事
態
悪
化
に
伴
う
休
業
に
も
備
え

る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
環
境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
町
、
教
育
委
員
会
で
は
、
国
の
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
つ

い
て
、
全
て
の
児

童
生
徒
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

導
入
を
は
じ
め
、

学
校
内
通
信
環
境

な
ど
を
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

名誉町民称号受章　菊川健一氏

コロナ禍のピンチをチャンスに挑戦する数々の新規出店

小規模保育園｢いっぽ｣タブレット型パソコンを活用した授業

官民連携の力による観光施設の魅力向上



令和４年の年頭にあたり

　

中
村
欣
也
教
育
長
に
就
任
い
た
だ
き
、
強
く
掲
げ
ら
れ

た
新
た
な
取
り
組
み
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
事
業
。
当
麻
小
学
校
教
室
の
一
部
を
改
修
し
、
拠
点

と
な
る
多
目
的
指
導
教
室｢

か
が
や
き｣

を
整
備
。
不
登

校
減
へ
居
場
所
づ
く
り
、
遊
び
を
取
り
入
れ
た
個
別
の
学

習
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
・
不
登
校
・
暴

力
行
為
・
児
童
虐
待
な
ど
へ
の
対
応
強
化
、
学
び
通
い
や

す
い
環
境
整
備
、
経
験
豊
富
な
丸
田
利
則
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
常
駐
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
麻
町
で
は
町
内
す
べ
て
の
小
学
校
・
中
学
校
の
全
教

室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
に
設
計
、
令
和
４
年
度
に
設
置
工
事
を
一
斉
に

行
う
計
画
で
す
。
北
海
道
で
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
学
校
は
少
な
い
状
況
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
特
に
猛
暑
と
な
り
、
教
室
で
の
学
び
の
環
境

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
の

影
響
か
ら
酷
暑
と
な
る
近
年
、
北
海
道
で
あ
っ
て
も
エ
ア

コ
ン
設
置
は
必
要
だ
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。
町
の
宝
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
の
教
育
投
資
、

学
び
の
環
境
改
善
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、健
康
教
室
、通
所
介
護(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

な
ど
、

健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
当
麻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
ご
高
齢
の
皆
さ
ま
に
多
く
ご
利
用
い
た
だ
く

施
設
に
つ
い
て
も
、
総
事
業
費
は
大
き
い
で
す
が
、｢

稼

ぐ
町｣

の
力
で
自
主
財
源
を
確
保
し
、
国
の
補
助
制
度
活

用
と
合
わ
せ
、
計
画
的
な
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

４
月
28
日
、
当
麻
町
郷
土
資
料
館｢

こ
こ
か
ら｣

が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
郷
土
の
開
拓
の
歴
史
を
今
に
伝

え
る
学
び
の
場
と
し
て
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
を
併
設
す
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
子
ど
も

か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
街
中
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
核
と
し
て
も
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
の
力
で
創
り
上
げ
る
、
イ
ベ
ン
ト
の

数
々
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
蟠
龍
ま
つ
り
、
新
米
・
新
そ

ば
ま
つ
り
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
町
民
田
植
え

祭
、
田
ん
ぼ
の
学
校
稲
刈
り
な
ど
、
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
こ
そ
は
、
皆
さ
ま
と
思
い
を
一

つ
に
、
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

明
る
く
、
夢
を
描
き
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る｢

食
育
・

木
育
・
花
育｣

当
麻
町
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
。
町
長

就
任
３
年
目
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
指
導
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

本
年
が
自
然
災
害
な
ど
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
、
町
民
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
、
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
願

い
、
新
年
を
迎
え
て
の
所
信
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

当麻町郷土資料館｢ここから｣



当麻町議会議長  中港　勝

令
和
４
年
の
年
頭
に
あ
た
り

委
員
長　
　

善　

光　

英　

治

副
委
員
長　

上　

杉　

達　

則

委
員　
　
　

山　

下　

勝　

博

　
　
　
　
　

岸　

山　

尚　

弘

議　

長　
　

中
　
港
　
　
勝

副
議
長　
　

澤
　
田
　
な
ぎ
さ

委
員
長　
　

片
　
原
　
康
　
夫

副
委
員
長　

西　

川　

泰　

弘

委
員　
　
　

加　

藤　
　

功

　
　
　
　
　

餌　

取　

秀　

信

　
　
　
　
　

澤　

田　

な
ぎ
さ

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

明
け
ま
し
て

   

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

当
麻
町
議
会

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
も
穏
や
か
で
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
と
、
家
族
皆
さ
ま
の
願
い
の
中
で
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
、
議
会
活
動
に
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
新
た
な
変
異
株

の
発
生
が
続
い
て
お
り
、
社
会
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

当
麻
町
で
は
早
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
接
種
率
も

高
く
な
り
ま
し
た
が
、
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
も
遅
滞
な
く
実
施
で

き
る
よ
う
議
会
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
気
候
的
に
は
最
高
気
温
や
連
続
真
夏
日
の
最
長
記
録
を
更
新
す

る
な
ど
、
大
変
暑
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
も
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
が
、
幸

い
に
し
て
我
が
当
麻
町
に
は
、特
筆
す
べ
き
災
害
な
ど
が
無
く
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
27
個
の
金
を
含
め
58
個
の
メ
ダ
ル
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
13
個
の
金
を
含
め
51
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
夢
と
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
記
憶
に
残
り
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
す
る
た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
業
務
効
率
の
向
上
と
経
費
削
減
が
で
き
、
迅
速
な
情
報
共
有

も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
場
所
を
選
ば
ず
に
そ
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
利
活
用
に
つ
き
ま
し
て
も
模
索
し
な
が
ら
、
町
民
皆
さ
ま
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
議
員
一
丸
と
な
り
調
査
研
究
を
進
め
、
福
祉
の
向
上
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
努
力

す
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
町
民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
当

麻
町
な
ら
び
に
町
民
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。





　

岩
間　

茉ま

り

ん凛
ち
ゃ
ん(

３
西
４･

女･

博
樹)

　

𠮷
田　

十と

あ彩
ち
ゃ
ん(

５
東
４･

男･

明
弘)

　

蔦
原　

琉ろ

い如
ち
ゃ
ん(

宇　

２･

男･

和
良)

　

小
西　
　

尚し
ょ
う

ち
ゃ
ん(

中　

２･

男･

健
太)

　

加
藤　
　

凛り
ん

ち
ゃ
ん(

伊　

１･

女･

　

優)

　　

坂
井　

雄
さ
ん　

(

中　

１
・
78
歳)

　

松
井　

陽
一
さ
ん　

(

中　

７
・
71
歳)

　

北
出　

靜
子
さ
ん　

(

３
西
３
・
101
歳)

　

佐
藤　

貞
子
さ
ん　

(

伊　

１
・
91
歳)

　

髙
畠
た
ま
子
さ
ん　

(

宇　

１
・
96
歳)

　

小
林　

令
子
さ
ん　

(

中　

３
・
72
歳)

　

東
舘　

賢
𠮷
さ
ん　

(

５
西
４
・
75
歳)

　

横
野　

静
夫
さ
ん　

(

北　

２
・
91
歳)

　

大
杉　
　

德
さ
ん　

(

４
西
４
・
75
歳)

　

只
野　
　

敏
さ
ん　

(

４
東
２
・
70
歳)

　

　

山
下　

道
子
さ
ん　

(

３
西
４
・
93
歳)

　

岡
田　

孝
雄
さ
ん　

(

中　

４
・
78
歳)

　

林　
　

孝
郎
さ
ん　

(

４
東
２
・
84
歳)

　

横
塚
タ
ケ
子
さ
ん　

(

宇　

２
・
89
歳)

　

原　
　

一
江
さ
ん　

(

４
東
３
・
85
歳)

　(

令
和
３
年
10
月
21
日
～
11
月
30
日
届
け
出

分
・
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
了
承
い
た
だ
い

た
方
の
み
掲
載)

香
典
返
し
を
廃
し
て
社
協
に

　

坂
井　

慶
子
さ
ん(

中　

１)
 

　

３
万
円

　

松
井　

好
子
さ
ん(

中　

７)
 

　

１
万
円

　

北
出　

克
美
さ
ん(

３
西
３)

 

　

３
万
円

　

佐
藤　

陽
一
さ
ん(

札
幌
市)

 

　

２
万
円

　

小
林　
　

弘
さ
ん(

中　

３)
 

　

２
万
円

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
誕
生
お
め
で
と
う
あ
か
ち
ゃ
ん
（
住
所

性
別
・
父
ま
た
は
母
）

　

東
舘　

よ
し
さ
ん(

５
西
４)

 

　

２
万
円

　

横
野　

和
子
さ
ん(

北　

２)
 

　

３
万
円

　

只
野　

順
子
さ
ん(

４
東
２)

 

　

３
万
円

　

山
下　

晴
美
さ
ん(

３
西
４)

 

　

２
万
円

　

横
塚　

宣
憲
さ
ん(

札
幌
市)

 

　

３
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
資
金
と
し
て
社
協
に

　

り
と
り
～
と
び
れ
っ
じ
か
ら　
　

２
千
円

ま
ち
づ
く
り
寄
付
金(

ふ
る
さ
と
納
税)

と　

し
て
町
に(

10
月
分)

　

２
０
２
３
人
の
皆
さ
ん
よ
り
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た

新
年
交
礼
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

１
月
６
日
㈭
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

「
令
和
４
年
新
年
交
礼
会
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

軒
の
端
に
目
を
留
め
て
燗
を
待
つ　
　
　

忠

湯
ど
う
ふ
の
傾
き
見
つ
つ
燗
を
待
つ　
　

忠

赤
い
羽
根
茶
髪
の
鳶
の
胸
に
あ
り　
　

誓
子

初
霜
や
荒
れ
野
に
ひ
そ
む
小
さ
き
猫　

誓
子

兄
は
逝
く
夜
露
に
き
ら
り
虫
の
声　
　
　

好

晩
秋
や
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
闇
を
裂
く　
　

好

つ
れ
添
う
て
四
十
二
年
根
深
汁　
　
　

清
和

巣
籠
り
や
明
日
の
運
勢
卦
が
立
た
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
仲

投
打
走
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
感
動
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

清
和

対
応
が
ま
っ
た
く
寒
い
温
暖
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

義
明

じ
い
ち
ゃ
ん
の　

す
い
か
が
と
て
も　

お
い
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

孝
心(

小
学
１
年)

お
ひ
さ
ま
は　

ひ
る
は
き
ら
き
ら　

い
い
て
ん
き

　
　
　
　
　
　
　

林　
　

野
枝(

小
学
１
年)

あ
つ
い
ひ
の　

み
ず
で
っ
ぽ
う
は　

た
の
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　

本
間　

来
輝(

小
学
１
年)

あ
と
す
こ
し　

あ
き
ら
め
な
い
で　

が
ん
ば
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　

望
月　

颯
真(

小
学
１
年)

あ
き
の
日
は　

お
ち
ば
い
っ
ぱ
い　

き
れ
い
だ
な

　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

和
花(

小
学
２
年)

あ
じ
さ
い
や　

に
じ
が
出
て
く
る　

雨
あ
が
り

　
　
　
　
　
　
　

射
場　
　

悠(

小
学
３
年)

日
ざ
し
が
ね　

ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ
と　

し
ん
ど
い
な

　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

瑛
信(

小
学
３
年)

い
つ
か
は
ね　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で　

金
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　

本
間　

姫
菜(

小
学
５
年)

あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
の
心　

温
め
る

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

杏
咲(

小
学
６
年)

セ
ミ
の
声　

森
の
中
で
も　

ひ
び
い
て
る

　
　
　
　
　
　
　

村
澤　

悠
榎(

小
学
６
年)

い
つ
ま
で
も　

事
故
の
な
い
町　

続
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

結
梨(

中
学
２
年)

俳
句

川
柳

習
っ
た
ば
か
り
の
方
も

ぜ
ひ
ご
登
壇
く
だ
さ
い

文
壇

〝
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
〟
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
な
ど
が
集
ま
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
投
稿
・
情
報
提
供
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

●
情
報
発
信
戦
略
課
情
報
発
信
係(

☎
８
４
ー
２
１
１
１)

馬場剛さん ( 宇１) が生み出した当麻町のポーズ ｢ 当麻ピース ｣。今号より町民皆さんの当麻ピースをご紹介します

馬場ファミリー当麻町三役チームＳＫＥ 今月の
TOHMA PEACE

“当麻ピース”
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残照の頂

湊　かなえ

マスコットキャラクター
「TO ーマン」と「ライちゃん」

　封印屋の

ポーさんが、

お天気の魔

法使い・ビビ

をお茶会に

ご 招 待。 ふ

たりはどんな話をする？

ビビは、ポーさんとツル

さんの恋の行方が知りた

くてたまらない。人気シ

リーズ「十年屋」のスピン

オフ第３弾。

　日々の思い

を噛み締めな

がら、一歩一歩

山を登る女た

ち。通過した

つらい日々は、つらいと

認めればいい。頂から見

える景色は、過去の自分

を肯定し、未来へ導いて

くれる。テレビドラマ化

した「山女日記」の続編。

あの春がゆき　この夏がきて
失われた岬
遠慮深いうたた寝
おはようおかえり
かぐや姫、物語を書きかえろ！
剣樹抄　２
御坊日々
剛心
死にふさわしい罪
少女たちの戦争
就活ザムライの大誤算
翔平選手と翔平ちゃん
真・慶安太平記
チグリシアの雨
月夜の森の梟
ディープフェイク
ハッピーリフォーム
ビタートラップ
100万回死んだねこ
フェイクフィクション
ボーダーライト
星を掬う
ほんのこども
ミニシアターの六人
闇祓
夜が明ける
らんたん
ルーティーンズ
レインメーカー
笑うマトリョーシカ

映画すみっコぐらし　青い月夜のまほうのコ
おこめをつくるのうふののふさん
おやこで話す子どもの貧困
エゾシマリス
クリスマス・ピッグ
サンタクロースの冬やすみ
ノラネコぐんだんラーメンやさん
ポケモンをさがせ！あたらしいぼうけん
マイブラザー
わらしべちょうじゃ

乙川　優三郎

篠田　節子

小川　洋子

近藤　史恵

雀野　日名子

冲方　丁

畠中　恵

木内　昇

藤本　ひとみ

安藤　祐介

川崎　静葉

真保　裕一

小林　由香

小池　真理子

福田　和代

未上　夕二

月村　了衛

福井県立図書館

誉田　哲也

今野　敏

町田　そのこ

町屋　良平

小野寺　史宜

辻村　深月

西　加奈子

柚木　麻子

長嶋　有

真山　仁

早見　和真

芳野　詩子

室井　さと子

阿部　彩

佐藤　圭

ローリング

クンナス

工藤　ノリコ

姫野　よしかず

草野　たき

いもと　ようこ

当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/
●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日（11／３を除く）

　　　　  　特別整理期間

●開館時間　９時30分～ 17時15分（木曜日は11時～ 19時）

　オーストラリアは

メルボルンに住む若

き画家が描いた一枚

の「エスキース（絵

画）」が日本へ渡って

30数年。その絵画は

「ふたり」の間に奇跡

を紡いでいく。一枚の

絵画を巡る愛の物語。

彼らの想いがつなが

る時、驚くべき真実が

現れる！今年の本屋

大賞第２位に輝いた

作者の連作短編集。

赤と青とエスキース

青山　美智子

お天気屋と封印屋

廣嶋　玲子

ピックアップ！今月の３冊

新 　刊 　書

新刊児童図書

　12 月２日、当麻ライオンズクラブより町立図書館へ児童図書 56 冊、
７万円相当を寄贈いただきました。
　青少年の健全育成を目的に毎年行われている児童書の寄贈は今年で 37
年目を迎え、今回の分を含め全 4,153 冊に及びます。
　阿部眞猛会長は、「児童の豊かな心を育む一助として児童図書を寄贈さ
せていただきます。」と話し、中村欣也教育長へ目録を贈呈しました。

当麻ライオンズクラブより図書をご寄贈いただきました

◇冬休みスタンプラリーを開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。
　○期　間：12 月 24 日（金）～令和４年１月 30 日（日）
　○内　容：本を借りて、スタンプを４個集めると景品をプレゼント。

冬のイベントのお知らせ

　町立図書館では 12 月から当分の間、寄贈図書特設コーナーを設置し、
利用者へのＰＲと貸し出しを行います。また、寄贈図書の一部は下記のと
おりです。ぜひご利用ください。

書　　　名
キャラ絵で学ぶ！

都道府県図鑑
空とぶ馬と七人の

きょうだい（絵本）
うさこちゃん（絵本）
世界一クラブ

この星を救うために
知っておくべき100のこと

パンどろぼうＶＳ
にせパンどろぼう（絵本）

角川まんが
学習シリーズ「世界の歴史」

ジャガイモの大百科 すいかのたね（絵本） ハックルベリー・フィンの
冒険難民選手団 ゆめぎんこう（絵本）

（網掛け箇所はシリーズ物／他にも多数の図書を寄贈いただきました）
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・
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で
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で
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いいえ

はい

いいえ

あ
な
た
は
確
定
申
告
が
必
要
？

〝
は
い
〟
・
〝
い
い
え
〟
の
矢
印
に
沿
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い　

※
一
般
的
な
事
例
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

はい

はい

いいえ

はい

年末調整がされていない給与が20万円以上

ある場合は、確定申告が必要です。また申

告が不要な場合でも申告により所得税が還

付になる場合があります

１月１日現在、居住していた

市町村へご相談ください

いいえ国保加入者や公営住宅、就学援助な

どの申請をする方や税務証明が必要

な方は町・道民税申告で収入が０円

であることの申告をしてください

はい

申告は不要です

確定申告が必要です

いいえ

申告は不要です

年金所得者で医療費控除や扶養控

除など各種控除の適用を受ける場

合は確定申告か町・道民税の申告

が必要です

はい
確定申告により所得税が還付

になる場合があります

いいえ

町・道民税の申告が必要です

年末調整がされていない給与が

20 万円以上ある場合は、確定申

告が必要です

令和４年１月１日現在、当麻町に居住

していた

令和３年中に収入があった

(障がい・遺族年金、雇用保険の給付金など

を除く)

次のいずれかに該当する

・賃貸料などの不動産収入があった

・営業や農業などの事業所得があった

・持ち家や土地などを売った

・給与の年収が2,000万円以上ある

・主な給与や公的年金以外の所得が20万円

　を超えている

・400万円を超える公的年金収入がある

・生命保険の満期返戻金など上記以外の所

　得があった

令和３年中は給与所得者(サラリーマ

ンやパート)だった

次のいずれかに該当する

・医療費の支払いが一定額以上だった

・住宅ローンなどでマイホームを新築、購入

　増改築した

・災害などに遭った

勤務先から当麻町に給与支払報告書が

提出されている(提出の有無は勤務先に確

認をしてください)

申告は不要です

【復興特別所得税の計算】

　平成25年１月から復興特別所得税が創設されており、所得税の源泉徴収義務者は、平

成25年１月１日から令和19年12月31日までの間に生ずる所得について源泉所得税を徴収

する際、復興特別所得税を併せて徴収し、源泉所得税の法定納期限までに、その復興特別

所得税を源泉所得税と併せて国に納付しなければなりません。

　源泉すべき復興特別所得税の額は、源泉徴収すべき所得税の額の2.1％相当額とされて

おり、年末調整、確定申告も所得税および復興特別所得税の合計額で行います。
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【医療費・障害者控除の証明書を発行します】

・おむつ代の医療費控除に係る確認書　要介護認定を受けていて尿失禁などの要件が介護認定資料で確認できる方

　(初めて控除を受ける方は医師によるおむつ使用証明書が必要です)※確定申告にはおむつ代の領収書も必要。

・障害者控除対象者認定書　障がい者手帳の交付を受けておらず、要介護認定者などで、身体状況や認知症の状態

　が身体障がい者に準ずる基準に該当する方

【国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の納付額証明書を発行します】

　確定申告をする方で保険料を納付した証明書が必要な方は｢納付額証明書｣を発行します。必要な方は本人確認の

　できるもの(運転免許証・健康保険証など)を持参の上、税務住民課・保健福祉課窓口へお申し出ください。

●詳しくは…　税務住民課税務係(☎84－２１１１内線137・138)

　　　　　　　保健福祉課保険医療係(☎84－２１１１内線179・181)

　　　　　　　保健福祉課介護係(☎84－２１１１内線177・178)

【還付申告および確定申告について】

●会場　イオンモール旭川駅前４階イベントホール(旭川市宮下通７丁目)※会場周辺の駐車場は大変混雑しますの

で公共交通機関をご利用ください。役場税務住民課でも確定申告書を提出できます。

●開設期間　２月２日(水)～３月15日(火)午前９時～午後４時(土・日・祝日は除きます)※新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、本年に限り上記の期間で開設します。また混雑した場合は、早めに締め切る場合があります

●必要な物　源泉徴収票や所得控除の各種証明書、医療費の領収書、前年の申告書の控え、申告者本人の｢マイナン

　バーカード｣または｢通知カード＋運転免許証などの身元確認書類｣(控除対象配偶者および控除対象扶養親族などの

　マイナンバーの分かるもの)、筆記用具

●詳しくは…　旭川東税務署(旭川市東６条１丁目２番15号☎23－６２９１)

【町・道民税の申告について】

●提出先　当麻町役場税務住民課

●開設期間　２月２日(水)～３月15日(火)午前９時～午後４時30分(土・日・祝日は除きます)

●必要な物　源泉徴収票や所得控除の各種証明書、医療費控除の明細書もしくは医療費通知(または医療費の領収

　書)、前年の申告書の控え、申告者本人の｢マイナンバーカード｣または｢通知カード＋運転免許証などの身元確認

　書類｣(控除対象配偶者および控除対象扶養親族などのマイナンバーの分かるもの)、筆記用具など

●対象となる方　前ページのフローチャートにより次に該当する方は町・道民税申告が必要となります。

・勤務先から給与支払報告書が提出されていない方

・無収入の方(国民健康保険に加入されている方が未申告の場合、軽減を受けることができません)

※令和２年中の収入が障害者年金、遺族年金のみで非課税証明書などが必要となる場合、また、確定申告が不要の　

方で、配偶者控除や医療費控除などの各種控除の適用を受ける場合、16歳未満の扶養親族の申告がされていない　

場合も町・道民税申告が必要となります。また、収入が０円の場合でも申告がないと、税務証明の交付や国保の軽　

減措置が受けられない場合がありますので、申告が必要です。ご不明の方は、必要書類をお持ちになり、税務係へ　

ご相談ください。

●詳しくは…　税務住民課税務係(☎84－２１１１内線137・138)

確定申告でｅ－Ｔａｘを利用するメリット

●自宅からネットで申告　インターネット上でデータを作成。eｰTaxで自宅から申告できます
●添付書類の提出省略　医療費領収書や源泉徴収票などは、内容入力のみで、書類の提出を省
略することができます(税務署から書類の提出または提示を求められる場合があります)
●還付がスピーディー　還付申告は３～４週間程度で処理されます
●24時間いつでも利用可能　確定申告期間中は、24時間いつでも利用可能です(メンテナンス時間を除く)

 確定申告書は国税庁ホームページ(http://www.nta.go.jp)｢確定申告書作成コーナー｣を利用して作成・送信すること
ができます。送信方法はマイナンバーカード方式とID・パスワード方式があり、マイナンバー方式の場合は令和３
年分(令和４年１月以降)からはICカードリーダライタ無しでe-Taxで送信できます。法人税の申告は便利な電子申告
(eLTAX)をご利用ください。

【受付期間】還付申告は1/25(火)～、確定申告は2/16(水)～、町・道民税申告は2/2(水)～
※いずれも3/15(火)まで
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※来園の際は、スポーツセンターまたはテニスコート横の駐車場
をご利用ください

開　催　日 内　　　　容
１月12日(水) お正月あそび
１月19日(水) リトミック
１月26日(水) 晴天時／雪あそび

荒天時／新聞あそび
２月２日(水) 製作「節分」
２月９日(水) 晴天時／当麻山スキー場

（雪あそびができる服装でお越しください）
荒天時／くるみなの木遊館

２月16日(水) 晴天時／色水雪あそび
荒天時／色付氷あそび

（汚れてもいい服装でお越しください）

よちよち教室（１歳児対象）　午前９時30分～ 11時30分
開　催　日 内　　　　容
１月14日(金) 新聞あそび
２月４日(金) 晴天時／雪あそび

荒天時／サーキットあそび

開　催　日 内　　　　容

１月23日(日)
９時30分～　

11時30分

パパ観日
　場　所　子育て総合センター
　内　容　雪あそび（天候によっては室内あそび）
　服　装　雪あそびができる服装
　締　切　１月19日（水）

１月24日(月)
10時00分～　

11時30分

ポーセラーツ体験
　場　所　子育て総合センター
　講　師　ポーセラーツサロン
　　　　　COCO Asahikawa　阿部　美香 氏
　参加費　丸皿１枚1,500円（２枚目以降

1,000円追加）
　定　員　10組（定員になり次第締切ります）
　託　児　あり
　締　切　１月19日（水）

２月14日(月)
10時00分～　

11時30分

エアロビクス
　場　所　子育て総合センター
　講　師　尾崎　萌 氏
　持ち物　タオル、飲み物
　服　装　動きやすい服装
　定　員　10組（定員になり次第締切ります）
　託　児　あり
　締　切　２月９日（水）

ましゅまろ教室（０歳児対象）　午前10時～ 11時30分
開　催　日 １月21日(金)

●子育て相談　午前９時～午後５時
　開所日であればいつでも相談に応じます。
　・来所相談（事前に電話をお願いします）
　・電話相談（☎84－５４４０へお電話ください）

●絵本の貸し出し　午前９時～午後５時
　開館日であればいつでも利用可能。
　貸出期間は２週間までです。
　絵本～１回５冊まで

わくわく教室　午前９時30分～11時30分

子育て総合センター内
☎84ー５４４０

86 障がいのある方を理解するために（４）

○難病

　難病は、発病の原因が不明で、治療方法が確立しておら

ず長期の療養を必要とする疾病のことをいいます。日に

よって変化が大きいほか、症状が見えにくいなどの症状

が見られます。

《気をつけること》

・症状や体調に応じて、対応してほしいことを本人に確

認しながら、負担を掛けない対応を心掛けます。

○高次脳機能障がい

　高次脳機能障がいは、脳血管障がいなどの病気や交通

事故などにより、脳にダメージを受けることで生じる認

知障がいや行動障がいなどの症状のことをいいます。身

体的には障がいが残らないことも多く、外見では分かり

にくいため「見えない障がい」とも言われています。

《気をつけること》

・具体的にわかりやすく説明をします。手順書を利用し

たり、段取りを決めておくとわかりやすいです。

　掲載している内容は、それぞれの障がいの基本的な情

報の例示で、特性や配慮などは一人一人違います。その

人の個性を理解・尊重し、本人の意思を確認しながら、そ

の人に合わせたサポートをお願いします。

●上川中部基幹相談支援センター
　当麻町３条東２丁目11番１号（当麻町役場内）
　☎84－７１１１ ＦＡＸ84－７３３３
　メール　kitayon@potato.ne.jp
●虐待防止センター
　専用電話　☎84－７２２２（※24時間対応）

地域子育て支援拠点

比べないのは当たり前 みんなで上がろう愛の地域
(ぶたい)

※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、参加される方は、事

前にご連絡をお願いします。

※新型コロナウィルス感染症による緊急事態宣言などが発出され

た場合は、内容が変更になることがあります。

特別行事
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★ヒートショックの危険性★

　ヒートショックとは、急激な温度差によって体に及ぼす影響のことです。暖房の効い
た暖かい部屋から、冷え切った浴室での熱いシャワー、実はこの当たり前の入浴が、心臓
に大きな負担を掛けてしまいます。ヒートショックによる心筋梗塞・脳梗塞・脳卒中・不
整脈リスクは高く、軽い失神だけの場合でも浴室のため滑って頭を打つなど、大変な危
険が伴います。
●お風呂でのヒートショック防止策

①脱衣所を暖房で暖める、湯船のフタを開けておくなど温度差をなくす
②湯温41℃以下　③お風呂から出るときはゆっくりと出る
④夕食前に入浴する　⑤湯船につかる前に必ずかけ湯をする
高齢者に多いヒートショックですが、誰にでも起こり得る症状でもあります。
家族全員が注意し、みんなでヒートショックを防ぎましょう！
●詳しくは…　当麻消防署（☎84－２１３５）

結 

婚
新
生
活
支
援
補
助

　当麻町の少子化対策を図るため、経済的理
由で結婚に踏み出せない方に対し、結婚に伴
う新生活を経済的に支援します。
●対象世帯　世帯所得400万円未満の新規に
婚姻した世帯（令和３年１月１日から令和３
年12月31日までに婚姻届が提出されている
こと）で、婚姻日時点で夫婦ともに39歳以下
の世帯
●補助対象　新婚世帯の新生活に係る費用

（新居の住宅費、引越費用）
●補助金額　１世帯当たり上限30万円
●申請期限　令和４年２月28日
●詳しくは…　まちづくり推進課企画商工係

（☎84- ２１１１）

生 

活
・
仕
事
相
談
会

　「かみかわ生活あんしんセンター」は、さま
ざまな理由から生活に困っている方のご相談
にのるために、北海道上川総合振興局が業務
委託をしている相談窓口です。
●開催日時　１月20日(木)
●時間　①午後１時～１時50分
　　　　②午後２時～２時50分
●場所　公民館まとまーる　小会議室２
●対象者　生活・仕事についてお悩みの方
●相談料　無料
●申込期日　１月19日午後３時まで
●申込・問い合わせ先　自立支援事業所「かみ
かわ生活安心センター」（☎38－８８００Ｆ
ＡＸ33－００２１）

20 

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　国民年金は、20歳以上60歳未満の全ての
方が加入し、共通の基礎年金を支給すること
を目的とした制度です。
　20歳になった方には、日本年金機構から国
民年金に加入したことをお知らせします。
　公的年金制度は、 老後や障害を負った時
に、働いている世代みんなで支えるために作
られた仕組みです。 若い時に公的年金制度
に加入して保険料を納め続けることで、老後
や、病気やケガで障害が残った時、家族の働き
手が亡くなった時に、年金を受け取ることが
できます。
　原則的に、保険料を納めないと年金は受け取
れません。所得が低く保険料を納めることが困
難な方のために保険料免除制度があります。
●納付方法　納付書、口座振替、クレジットか
ら納付方法が選べます。
※前納と口座振替をセットにすることで、割

り引きになります
※定額の保険料に月額400円の付加保険料を

上乗せして納めると、将来の老齢基礎年金
に付加年金が加算されます。付加年金額（年
額）は「200円×付加保険料を納めた月数」
で計算し、２年以上受け取ると、支払った付
加保険料以上の年金が受け取れます。※付
加保険料の納付は申出月から開始します

※20歳到達月（20歳の誕生日の前日が含まれ
る月）からの前納・付加年金の納付を希望す
る方は、早めにお申し出ください。

●詳しくは…

・旭川年金事務所（☎２７－１６１１）
・役場税務住民課戸籍年金係
　（☎84－２１１１内線135）

大雪消防組合当麻消防署
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北 

海
道
が
ん
対
策
基
金

　町では、「北海道がん征圧・がん検診受診促
進月間」に合わせ、10月17日～ 22日の間、集
団健（検）診の会場に募金箱を設置し、北海道
がん対策基金への募金の協力をお願いしてい
ました。
　皆さんのご協力により1,280円の募金が集
まり、お預かりした募金は北海道がん対策基
金へ寄付しました。がん患者やご家族に対す
る相談支援、小児がん患者への学習支援、がん
教育に関する事業、検診の受診促進や情報提
供などの取り組みに活用されます。
　皆さんのご協力ありがとうございました。
●詳しくは…　保健福祉課健康推進係（☎84
－２１１１内線172・173）

償 

却
資
産
申
告

　会社や個人が事業用（工場、飲食店、小売
店、農業など）として所有している償却資産

（土地、家屋を除く）は申告が必要です。令和
４年１月１日現在の状況を、令和４年１月31
日（月）までに税務住民課固定資産係へ忘れず
に申告してください。 対象事業者へ12月中
に申告書などを送付していますが、送付され
ていない方(新規事業者など)は税務住民課固
定資産係までご連絡ください。
●詳しくは…　税務住民課固定資産係（☎84
－２１１１内線131・136）

火 

災
・
救
急
出
動
状
況

【火災】
11月合計 １件

令和３年累計 ５件
【救急】(　)内は搬送人数

11月

急病 20件( 16人)
一般負傷 ３件( ３人)

交通 ３件( ５人)
その他 ３件( ３人)

合計 32件( 27人)
令和３年累計 233件(202人)

【交通事故】
人身 １件
物損 ８件
死者 ０人
傷者 １人

北海道内の死者数 109人

新 

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

　新型コロナワクチンの接種証明書（電子
版）が、12月頃から申請受付開始予定です。
　接種証明書（電子版）はスマートフォン上で
専用アプリから申請・取得し、表示可能となり
ます。（マイナンバーカードを読み取ることが
できるスマートフォンに限ります）
申請には、マイナンバーカードが必要です。
マイナンバーカードは、申請から交付の準備
ができるまでおおむね1カ月かかるため、ご
希望の場合は早めに申請してください。
●詳しくは…

・接種証明書全般　厚生労働省新型コロナ
ワクチンコールセンターフリーダイヤル

（☎0120-76-1770）
・マイナンバーカード全般　マイナンバー

総合フリーダイヤル（☎0120-95-0178）
・新型コロナワクチン予防接種について　

当麻町保健福祉課（☎84－７０２０）

●交通事故死０の日途絶える

　平成27年11月23日より５年以上にわたり継続していました町内交通事故死ゼロの記録が、令和３年５月
16日をもって2002日で途絶えました。
　７月21日、当麻ダムから水没した車両が発見され、車内には男性(町外)の遺体も発見されました。運転中
にダムに転落して亡くなった交通死亡事故として、11月９日をもって認定され、事故の発生日が５月16日
だったことから、この日が交通死亡事故の日となりました。
　これまで町民皆さんが交通安全意識の醸成、交通安全マナーの向上などについて、日々実践されてこられ
た積み重ねや、交通安全関係団体における普及啓発活動の地道な努力によって2000日を超える記録につな
がりました。今後においても引き続き交通安全運動の推進を図ってまいりますので、町民皆さんのご協力
をお願い申し上げます。
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協 

会
け
ん
ぽ

　休日や夜間に軽症の患者が安易に医療機関
へ受診すると、一刻を争う救急患者の受け入
れなどに支障が生じてしまいます。また、休
日や夜間などの診療時間外に医療機関を受診
すると割増料金が掛かります。
　休日や夜間などの診療時間外は、緊急性の
高い場合に受診し、緊急性の低い場合は平日
の診療時間内に受診することが、日本の医療
体制を守ることや医療費の節約につながり
ます。
●詳しくは…　全国健康保険協会（協会けん
ぽ）北海道支部（☎011-726-0352）

　２月７日は北方領土の日です。 １月21日
～２月20日までの間、全道各地で返還運動を
展開します。各種啓発事業への参加や返還署
名活動へのご協力をお願いします。

北 

方
領
土
の
日

げ
ん
き
の 

素

―
高
血
圧
で
困
る
こ
と 

―

219

　前回まで、血圧を上げないためにできることをお伝えしてきました。そもそも、血圧が高いと何が問題なの
でしょうか？

部位 脳 血 管 心 臓（冠動脈） 腎 臓

高
血
圧
が

起
こ
す
病
気

・脳梗塞　　・脳出血
・一過性脳虚血発作
・認知機能障害

・心筋梗塞
・狭心症
・心不全

・腎障害（腎硬化症など）
・腎不全
⇒人工透析

　脳・心臓・腎臓は、生きていくのにとても大切な臓器です。3臓器とも太い血管から急に細い血管に分かれて
いるという〝共通した弱さ″があります。例えると、直径1ｍの太い血管から直径10ｃｍの細い血管が出てい
るイメージです。血圧が高いと細い血管が傷みやすい構造で、血管が傷むと脳梗塞や心筋梗塞、腎障害を引き
起こします。血管を守るためには、正常血圧を保つことが大切です。
●詳しくは…　保健福祉課健康推進係（☎84－２１１１内線172・173）

尿

下
大
静
脈

腹
部
大
動
脈

腎盂

尿管

輸入細動脈 輸出細動脈

腎皮質

髄質

腎動脈

腎静脈 腎杯

★交通安全大使りゅうたくんからのお願い★
　旭川東交通安全大使に任命された当麻町のりゅうたくんです。
　皆さんは普段、何色の服を着ていますか？暗い服装は、夜間になると車
の運転手から見えにくく交通事故に遭う危険性が高まります。外出すると
きは、明るい色の服装で反射材を身に着けて自分の存在をドライバーに伝
えましょう。

暗
い
道
で
も

　

ピ
カ
っ
と
光
る

　
　
　

反
射
材
と

　

明
る
い
色
の
服
装
で

　
　
　
　
　
　

事
故
防
止
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　令和３年10月末現在の当麻町の高齢者数は2,613人、高齢化率は41.6％です。
　この高齢者数のうち、要介護・支援認定を受けているのは542人、21.0％になっています。
　今号では、当麻町で要介護認定を受けている原因は何なのか、主治医意見書に記入している診断名
をもとに集計したものをご紹介します。（数値は令和２年９月現在）

●要介護認定の割合

　要介護１の認定割合が１番高く、ついで要支援１、要介護２と続きます。全道的にも要介護１の認
定割合が１番高くなっています。

●要介護認定の原因

　要支援認定者の原因は「関節疾患」が圧倒的に多くなっています。そして、要介護認定者の原因は「認
知症」が１番多くなっています（全国的な集計では「脳血管疾患」が1/4を占めています）。その他の内
容は、精神疾患、特定疾患、呼吸器疾患、腎臓病などです。
これらのことから

① 足腰の痛みを放置せず早めにケアをする
② 足腰の治療、特に手術後は無理せず動き出す（過度の安静は避ける）
③ 転倒などに気をつけ、骨折などのケガをしないよう心掛ける
④ 血圧やコレステロールなどの生活習慣病は悪化させない→脳血管疾患を予防する
⑤ 認知症を予防することが、要支援、要介護の状態にならないために大切なことと言えます

●いきいきと自立した生活を送るために介護予防に取り組みましょう！
① 体を動かしましょう

骨や筋肉などの働きを低下させないため、ウォーキングなどの有酸素運動をはじめ、買い物に行
く、家事の合間にストレッチを行うなど、日頃から体を動かす習慣を取り入れましょう。

② バランスの良い食事を取りましょう
バランスの良い食事は、免疫機能を高め筋肉が衰えにくい体をつくります。
また、糖尿病や動脈硬化などの生活習慣病や認知症の予防にもつながります。

③ おいしく食べるために，お口の健康を保ちましょう
知らない間に食べたり飲み込んだりしにくくなり、低栄養や肺炎など、全
身の健康状態に影響するため、口のケア、口腔体操を行いましょう。

④ 健康診断を受けましょう！
定期受診し薬をもらっていても、年に1回健康診断を受け、自らの健康を確認しましょう。

い
き
い
き 

笑
顔

― 

当
麻
町
の
要
介
護
認
定
に
な
る
原
因
は
？ 

―

53

●詳しくは…　当麻町地域包括支援センター(保健福祉課介護係)　☎84-２１１１

20.4 11.5 21.9 12.6 9.8 11.3 12.5

   〇要支援認定者の原因内訳             〇要介護認定者の原因内訳 

脳血管

疾患 

脳 血 管

疾患 

認知症 

認知症 

関節疾患 

関節疾患 

転倒・

骨折 

転倒・

骨折 
がん 

がん 

心疾患 心疾患 

その他 
その他 
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介護員募集
募集企業 当麻柏陽会　☎0166-84-5050

雇用形態 正社員

給与 月額155,000円～225,000円

勤務時間 午前８時30分～午後５時30分（8時間）

休日 日曜他。４週８休、希望休有

勤務内容 デイサービスでの介護業務、送迎業務有

待遇 諸手当有、賞与年５カ月分、社保完備

応募資格
ヘルパー２級または介護職員初任者以上、要
普通自動車免許

勤務先
当麻柏陽園第１デイサービス　当麻町６条東
４丁目６番１号

応募方法 電話連絡の上、履歴書を郵送

備考 選考前に待遇や業務の説明を行います

介護員募集
募集企業 当麻柏陽会　☎0166-84-5050

雇用形態 パート

給与 時給900円

勤務時間 午前８時30分～午後0時30分（4時間）

休日 日曜他(勤務日数は相談に応じます)

勤務内容 デイサービスの介護業務(入浴、食事介助など)

待遇
賞与年4万円、昇給年1回。通勤手当。勤務時
間に応じて雇用保険加入

応募資格 無資格、未経験者歓迎

勤務先
当麻柏陽園第１デイサービス　当麻町６条東
４丁目６番１号

応募方法 電話連絡の上、履歴書を郵送

備考 応募前に業務説明します

求
人  

情
報
町
内
企
業
の
求
人
情
報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

就
業
希
望
の
方
は
直
接
事
業
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

求
人
情
報
の
広
報
紙
へ
の
掲
載
は
２
号
ま
で
と
し
ま
す
（
当
麻
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
限
度
無
し
）
。
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
主
の
方
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

☎
８
４
ー
２
１
１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護員募集
募集企業 当麻柏陽会　☎0166-84-5050

雇用形態 パート

給与 時給890円

勤務時間
午前８時15分～午後0時15分（4時間）、午
前８時15分～午後3時15分（7時間）他、月
96時間程度(勤務時間相談可)

休日 土、日曜(週5日勤務)

勤務内容
デイサービスの介護業務(見守り、配膳など)、
体操やレクの実施

待遇
賞与年4万円、昇給年1回。通勤手当。勤務時
間に応じて雇用保険加入

応募資格 無資格、未経験者歓迎

勤務先
当麻柏陽園第２デイサービス（ヘルシーシャ
トー内）

応募方法 電話連絡の上、履歴書を郵送

備考 応募前に業務説明します

ヘルパー募集
募集企業 当麻柏陽会　☎0166-84-5050

雇用形態 パート

給与 時給1,050円～1,100円

勤務時間
午前9時～正午(3時間)、午前10時～午後4時
他、月85時間程度(勤務時間相談可)

休日 日曜、祝日(希望考慮します)

勤務内容
訪問介護(身体介護や家事援助他)
※社用車(ＡＴ車)使用

待遇
賞与年4万円、昇給年1回。通勤手当。勤務時
間に応じて雇用保険加入

応募資格 介護職初任者研修修了者(経験・年齢不問)

勤務先
訪問介護事業所当麻柏陽園　当麻町4条東3丁
目4番35号

応募方法 電話連絡の上、履歴書を郵送

備考 応募前に業務説明します

当麻町の新型コロナウイルスワクチン接種状況

～接種会場に来られる方へのお願い～

指定時間に来場
封筒の中身を
全て持参腕を出しやすい服装予診票は書いておく

(12月13日現在：接種対象者 約5,900人)

※受ける方の同意なく接種が行われることはありません

【連携協定により旭川市内でも集団接種ができます】
～接種場所～・旭川市総合防災センター(東光27条８丁目　１日の受入人数12人)・イオンモール旭川駅前
(宮下通７丁目　１日の受入人数６人)・イオンモール旭川西(緑町23丁目　１日の受入人数６人)

予約は旭川市新型コロナコールセンター(☎25ー３５０１)へ
※旭川市内の医療機関で接種を希望する場合は、旭川市ホームページ内｢新型コロナワクチン接種医療機関
　予約受付状況｣で医療機関と対象者を確認の上、直接医療機関にお申し込みください

1回目接種終了� 人5,309 2回目接種終了� 人5,278 3回目接種終了� 人3
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Diary
マイタウン１２

２０
２
１２

保セ 保健福祉センター
医科診療所受付時間　※水曜日は午後休診、土、日・祝祭日は休診
[午前]月～金曜日　８：30～11：30　[午後]月・火・木・金曜日　13:00～17:30
※新型コロナウイルス感染症拡大により、日程が変更になる場合があります

23 24 25 26 27 28 29

16 17 18 19 20 21 22

9 10 11 12 13 14 15

2 3 4 5 6 7 8

26 27 28 29 30 31 1

20 21 22 23 24 25

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

日 月 火 水 木 金 土

・広報「我が郷土」発行日 ・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・当麻町交通安全日
・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・上・下水道使用料納入期限
・国民健康保険税第6期納期限
・介護保険料第6期納期限
・後期高齢者医療保険料第6期納期限
・心配ごと相談
・図書館臨時開館

・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・くるみなの木遊館休館
・郷土資料館休館
・医科診療所午後休診

・役場仕事納め
・くるみなの木遊館休館
・郷土資料館休館
・スポーツセンター休館
・まとまーる休館
・医科診療所臨時休診

・ヘルシーシャトー休館日
・くるみなの木遊館休館
・郷土資料館休館
・ふれあい交流センター「輝き」休館
・物産館休館
・スキー場休業
・加工研究センター休館
・改善センター休館
・医科診療所休診
・スポーツセンター休館
・まとまーる休館
・図書館休館
・子育て総合センター休館

・葬祭場休業
・ヘルシーシャトー休館
・ふれあい交流センター「輝き」休館
・郷土資料館ここから休館
・くるみなの木遊館休館
・物産館休館
・加工研究センター休館
・改善センター休館
・スポーツセンター休館
・まとまーる休館
・図書館休館
・スキー場休業
・子育て総合センター休館

・葬祭場休業
・ふれあい交流センター「輝き」休館
・郷土資料館ここから休館
・くるみなの木遊館休館
・物産館休館
・加工研究センター休館
・改善センター休館
・スポーツセンター休館
・まとまーる休館
・図書館休館
・スキー場休業
・子育て総合センター休館

・医科診療所休診
・ふれあい交流センター「輝き」休館
・郷土資料館ここから休館
・くるみなの木遊館休館
・物産館休館
・加工研究センター休館
・改善センター休館
・スポーツセンター休館
・まとまーる休館
・図書館休館
・子育て総合センター休館

・医科診療所休診
・ふれあい交流センター「輝き」休館
・郷土資料館ここから休館
・くるみなの木遊館休館
・加工研究センター休館
・改善センター休館
・まとまーる休館
・図書館休館
・子育て総合センター休館

・消防出初式
・医科診療所休診
・ふれあい交流センター「輝き」休館
・郷土資料館ここから休館
・くるみなの木遊館休館
・加工研究センター休館
・改善センター休館
・まとまーる休館
・図書館休館
・子育て総合センター休館

・役場仕事初め
・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・成人を祝う会
・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・図書館臨時開館

・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・乳児・１歳６ヵ月健診
　保セ13:00～

・道民交通安全日
・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・道民家族の日
・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・声かけあいさつ運動の日 ・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・医科診療所午後休診
・イチイ学園開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・子宮・乳がん検診（対象地区
　＝宇園別全区、伊香牛全区）

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・当麻町交通安全日
・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・上・下水道使用料納入期限
・心配ごと相談
・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・5歳児健診
　保セ13:00～

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・医科診療所臨時休診 ・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・国民健康保険税第7期納期限
・介護保険料第7期納期限
・後期高齢者医療保険料第7期納期限

・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・声かけあいさつ運動の日

・医科診療所午後休診 ・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・乳児・１歳６ヵ月健診
　保セ13:00～

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・リハビリ器具開放日
　保セ9:00～11:00

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・広報「我が郷土」発行日
・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00

・屋内遊技場の開放
　保セ10:00～18:00
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当
麻
有
機
農
業
を
考
え
る
会(
福
山

寛
人
代
表)

が
第
11
回
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
農
業
賞
の
交
流
賞
、
札
幌
市
長
賞
を

受
賞
。
12
月
１
日
に
役
場
を
訪
れ
、
村

椿
哲
朗
町
長
、
中
村
欣
也
教
育
長
に
受

賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
側
か
ら
生
産
者
を
応
援
す
る

企
画
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
同
賞
。

学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
や
農
業
体
験

の
受
け
入
れ
な
ど
食
育
活
動
が
評
価
さ

れ
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

１
９
９
４
年
に
発
足
し
た
同
会
は
、

学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
を
２
０
０
０

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
野
菜
の
他
、
ハ
ン

タ
ー
で
あ
る
会
員
が
害
獣
駆
除
で
狩
猟

し
た
鹿
肉
の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
や
学
校
と
の
連
携
が
取
り
づ
ら
い

な
ど
の
理
由
で
地
元
生
産
者
か
ら
の
食

材
提
供
が
で
き
な
い
自
治
体
も
あ
る
こ

と
を
今
回
の
受
賞
で
あ
ら
た
め
て
実
感

し
た
と
い
う
福
山
さ
ん
は
活
動
に
理
解

い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
と
話
し｢

今
後
も
農
産
品
を

食
育
活
動
に
波
及
さ
せ
て
い
き
た
い｣

と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

当
麻
有
機
農
業
を
考
え
る
会
が

農
業
賞

　

旭
川
市
内
に
本
社
を
置
く
北
進
開
発

㈱(

中
村
弘
一
代
表
取
締
役)

が
11
月
13

日
、
当
麻
小
学
校(

布
施
司
校
長)

敷
地

内
に
防
犯
の
合
言
葉｢

い
か
の
お
す
し｣

を
表
記
し
た
看
板
を
無
償
で
設
置
し
ま

し
た
。

　

中
村
代
表
取
締
役
が
北
海
道
道
路
標

示
協
会
の
副
会
長
を
務
め
て
お
り
、
上

川
管
内
で
子
ど
も
に
安
全
を
呼
び
掛
け

る
看
板
を
設
置
し
て
い
る
同
社
。
当
麻

町
内
の
道
路
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
多
く
の
生

徒
が
通
学
で
使
用
す
る
校
舎
前
公
園
内

に
設
置
し
ま
し
た
。

金
子
純
也
営
業
部
長
は｢

自
分
の
身
を

守
る
た
め
の
行
動
の
意
識
付
け
に
な
れ

ば
う
れ
し
い｣

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

食
育
活
動
実
践
に
評
価

子
ど
も
た
ち
の

　

安
全
安
心
の
た
め

北
進
開
発
が
無
償
で
看
板
設
置

　

11
月
20
日
、
町
立
図
書
館
主
催
の
図

書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
１
が
町

立
図
書
館
お
よ
び
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
11
月
３
日
に
行
わ
れ
る
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時
開
催
す
る

同
イ
ベ
ン
ト
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
人

数
の
来
場
者
が
あ
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
図
書
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
み
を
開

催
。
当
日
は
、
図
書
館
の
古
く
な
っ
た

在
庫
本
が
無
料
で
も
ら
え
る
古
本
市
や

町
内
の
団
体
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
新

聞
紙
を
使
っ
た
バ
ッ
グ
作
り
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。 図

書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

大
雪
消
防
組
合
消
防
署
員
が
11
月
30

日
、
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
ホ
ー
ル
で
防

災
用
エ
ア
ー
テ
ン
ト
を
使
っ
た
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

パ
イ
プ
の
代
わ
り
に
空
気
で
膨
ら
ま

せ
る
チ
ュ
ー
ブ
を
骨
組
み
に
し
た
エ
ア

ー
テ
ン
ト
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
納
で

き
、
か
つ
軽
量
な
こ
と
か
ら
利
便
性
が

高
く
、
災
害
時
の
救
護
所
な
ど
で
の
活

用
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
日
は
実
際

に
携
帯
型
エ
ア
ー
タ
ン
ク
か
ら
空
気
を

送
り
込
み
、
内
部
に
救
護
ベ
ッ
ド
を
配

置
。
内
部
の
広
さ
や
活
用
方
法
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら

　

お
年
寄
り
ま
で

災
害
時
に
備
え
て

防
災
用
エ
ア
ー
テ
ン
ト
訓
練
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11
月
９
日
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事

が
来
町
し
ま
し
た
。
鈴
木
知
事
は
村
椿

哲
朗
町
長
案
内
の
も
と
、
ト
ウ
マ
電
子

工
業(

株)

が
製
作
し
た
国
内
初
の
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
サ
ウ
ナ
バ
ス
を
見
学
。
短
い

時
間
で
す
が
ロ
ウ
リ
ュ
も
行
い
、
本
格

的
な
サ
ウ
ナ
が
楽
し
め
る
バ
ス
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
産
木
材
を
１
０
０
％
活

用
し
た
役
場
庁
舎
を
見
学
し
、
佐
藤
昌

彦
上
川
総
合
振
興
局
長
、
中
瀬
亘
当
麻

町
森
林
組
合
長
同
席
の
も
と
、
村
椿
町

長
か
ら
食
育 

木
育 

花
育
の
ま
ち
づ
く

り
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
脱

炭
素
化
を
目
指
す
鈴
木
知
事
は
木
育
や

地
材
地
消
の
取
り
組
み
を
進
め
る
当
麻

町
の
事
例
に｢

社
会
が
当
麻
町
の
取
り

組
み
に
や
っ
と
追
い
つ
い
て
き
た
。
ぜ

ひ
脱
炭
素
を
進
め
る
日
本
を
代
表
す
る

よ
う
な
モ
デ
ル
自
治
体
に
な
っ
て
ほ
し

い｣

と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
が
来
町

　

新
規
担
い
手
就
農
者
を
祝
う
会
が
11

月
５
日
、
農
協
３
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
関
係
者
47
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
開
田
将
伍
さ
ん(

宇
２
）
と
大

澤
貴
志
さ
ん(

緑
５
）
が
新
規
就
農
、
森

下
秀
樹
さ
ん
・
未
来
さ
ん
夫
妻(

中
６
）
、

國
枝
拓
実
さ
ん
・
茉
由
さ
ん
夫
妻(

宇

３
）
、
亀
田
尚
弘
さ
ん
・
真
珠
美
さ
ん
夫

妻(

北
２)

、
菅
野
有
祥
さ
ん
・
久
瑠
美
さ

ん
夫
妻(

北
２)

が
新
婚
農
業
者
と
し
て

就
農
し
ま
し
た
。
村
椿
哲
朗
町
長
は｢

若

い
力
で
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
ま
す｣

と
激
励
。
福
井
幸
司
当
麻
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
も｢

簡
単
で
は
な

い
が
喜
び
も
大
き
い
仕
事
な
の
で
頑
張

っ
て
ほ
し
い｣
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
開
田
さ
ん
は｢

農
業
の
６
次
産
業

化
を
目
指
し
た
い｣

と
農
業
経
営
に
意

欲
を
見
せ
、
新
婚
後
継
者
の
代
表
と
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
國
枝
さ
ん
は｢
当
麻

農
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
い｣

と
力
強

く
誓
い
ま
し
た
。

木
育
の
取
り
組
み
に
共
感

当
麻
農
業
担
い
手
を
祝
福

新
規
担
い
手
就
農
者
を
祝
う
会

　

町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰

す
る
当
麻
町
功
労
表
彰
式
が
11
月
４

日
、
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
行
わ
れ
、
伊

香
牛
３
区
の
宮
崎
良
和
さ
ん(

70)

、
宇

園
別
２
区
の
伊
林
久
信
さ
ん(

70)

、
４

条
東
３
丁
目
の
沖
全
さ
ん(

80)

が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
さ
ん
は
昭
和
52
年
に
上
川
中
部

消
防
組
合
当
麻
消
防
団(

平
成
26
年
か

ら
は
大
雪
消
防
組
合
当
麻
消
防
団)

に

入
団
。
平
成
19
年
か
ら
は
副
団
長
、
平

成
23
年
か
ら
30
年
ま
で
は
団
長
を
歴
任

し
、
火
災
現
場
の
最
前
線
で
地
域
防
災

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
秋
の

叙
勲
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
消
防
活
動
へ

の
功
績
が
讃
え
ら
れ
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
林
さ
ん
は
平
成
13
年
か
ら
当
麻
土

地
改
良
区
理
事
を
務
め
、
平
成
21
年
か

ら
は
副
理
事
長
、
平
成
25
年
か
ら
令
和

３
年
ま
で
理
事
長
を
歴
任
。
ま
た
平
成

25
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
は
大
雪
土
地

改
良
区
連
合
の
理
事
長
も
務
め
、
農
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
さ
ん
は
平
成
20
年
か
ら
当
麻
町
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
を
務
め
、
平
成
22

年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
は
会
長
と
し
て

福
祉
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る
公
職
の
会
長

も
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

功
績
を
た
た
え
よ
う
と
集
ま
っ
た

１
２
２
人
の
出
席
者
を
前
に
、
村
椿
哲

当
麻
町
功
労
表
彰
式

朗
町
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
３

人
の
受
賞
者
。
宮
崎
さ
ん
は｢

身
に
余

る
光
栄
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進
し
て

い
き
ま
す｣

と
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し

た
。
伊
林
さ
ん
は｢

町
民
皆
さ
ん
の
支

え
が
あ
っ
て
の
21
年
間
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
町
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
き
た

い｣

と
話
し
ま
し
た
。
沖
さ
ん
は｢

多
く

の
人
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
福
祉
に
貢
献
し
た
い｣

と
話
し
ま

し
た
。

町
の
発
展
に
尽
力
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全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
に
出
場
す
る
旭
川
龍
谷
高
等

学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
所
属

の
水
口
遥
太
さ
ん(

２
年 

５
東
４
在

住)

が
11
月
29
日
、
当
麻
町
役
場
を
訪
れ

村
椿
哲
朗
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
部
は
９
月
に
北
斗
市
で
行
わ
れ
た

全
道
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
北

選
手
権
大
会
で
見
事
優
勝
。
12
月
27
日

か
ら
翌
年
１
月
８
日
ま
で
大
阪
府
花
園

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

〝
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
〟
で
プ
レ
ー
す
る

の
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
。
２
年

生
な
が
ら
主
力
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
活

躍
す
る
水
口
さ
ん
は｢

我
が
校
伝
統
の
〝

最
後
ま
で
走
り
勝
つ
〟
ラ
グ
ビ
ー
で
、
ま

ず
は
１
勝
を
収
め
た
い
で
す｣

と
意
気

込
み
ま
し
た
。

龍
谷
高
校
水
口
さ
ん

全
国
ラ
グ
ビ
ー
大
会
出
場

　

住
民
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
よ
う

と
、
当
麻
町
交
通
安
全
協
会
主
催
の
交

通
安
全
町
民
集
会
が
11
月
27
日
、
公
民

館
ま
と
ま
ー
る(

町
３
東
２)

で
開
か
れ

約
80
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
町
内
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

２
０
０
０
日
を
達
成
し
た
当
麻
町
で
す

が
、
７
月
21
日
に
当
麻
ダ
ム
で
水
没
し

た
車
輛
と
運
転
手
が
発
見
さ
れ
、
運
転

中
に
転
落
し
た
も
の
と
検
証
さ
れ
た
こ

と
か
ら
記
録
更
新
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し

た(

詳
細
は
16
ペ
ー
ジ)
。
会
長
の
村
椿

哲
朗
町
長
は｢

思
い
を
新
た
に
事
故
の

無
い
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
き
た

い｣

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
旭
川
東
警
察
署　

西
圭
介
交
通
官

も｢

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
交
通
安
全

活
動
が
否
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の

で
、
引
き
続
き
交
通
安
全
の
徹
底
を
お

願
い
し
た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。
こ
の

他
に
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

や
旭
川
東
警
察
署
に
よ
る
交
通
安
全
講

話
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
交
通
事
故
の

無
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
思
い
を
一

つ
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
１
勝

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
に
思
い

を
新
た
に

当
麻
町
交
通
安
全
町
民
集
会

　

当
麻
町
交
通
安
全
協
会
主
催｢

わ
た

く
し
も
交
通
安
全
運
動｣

ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
交
通
安
全
町
民
集

会
で
最
優
秀
作
品
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

●
小
学
校
高
学
年
の
部

・
最
優
秀
賞　

坂
本
夕
真(

当
小)

●
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　

高
木
桜
子

わ
た
く
し
も
交
通
安
全
運
動

　

当
麻
幼
稚
園
で
11
月
27
日
、
生
活
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
保
護
者
の
み
観

覧
可
能
と
し
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
時
間
を

ず
ら
し
て
開
催
。
歌
や
楽
器
の
演
奏
、

跳
び
箱
や
踊
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
呼
ば

れ
る
音
楽
と
踊
り
と
セ
リ
フ
で
表
現
す

る
お
遊
戯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
す
る
子

ど
も
た
ち
に
保
護
者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
で
交
通
安
全

一
生
懸
命
な
姿
に
拍
手

当
麻
幼
稚
園
生
活
発
表
会
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自
分
で
や
る
と
決
め
た
こ
と
。
途
中
で
逃
げ
出
さ
ず
に

東
京
五
輪
柔
道
女
子
金
メ
ダ
リ
ス
ト　

新
井
千
鶴
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京
五
輪
柔
道
女
子
70
キ
ロ
級
で
見
事
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
新
井
千
鶴
さ
ん(

９
月
10
日

に
現
役
引
退)

を
招
き
11
月
10
日
、
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
野
和
香
子
さ
ん(

５
西
４)

が
代
表
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
、
上
野
さ
ん
が
指
導
す
る

柔
道
道
場 

北
柔
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
新
井
さ
ん
の
所
属
す
る
三
井
住
友
海
上
女
子
柔
道
部
の
監
督
を
上
野
さ
ん

の
長
女 

雅
恵
さ
ん(

ア
テ
ネ
・
北
京
五
輪
で
金
メ
ダ
ル)

が
務
め
、
次
女 

順
恵
さ
ん(

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
銅
メ
ダ
ル)

が

コ
ー
チ
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
順
恵
さ
ん
も
登
壇
し
、
和
香
子
さ
ん
司

会
の
も
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
振
り
返
り
や
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
柔
道
人
生
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
歳
で
道
場
に
入
っ
た
新
井
さ
ん
で
し
た
が
、
柔
道
の
基
本
で
あ
る
回
転
運
動
が
で
き
な
い
こ
と
が
い
や
に
な
り
１

日
で
道
場
に
は
通
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
小
学
１
年
生
の
時
に
同
じ
道
場
か
ら
勧
誘
を
受
け
、
両
親
と
小
学
６

年
生
ま
で
は
必
ず
続
け
る
と
約
束
し
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
な
か
な
か
芽
が
出
る
こ
と
は
な
く
小
学
生
の
頃
は
初
戦
敗
退
が
当
た
り
前
、
中
学
で
も
最
高
で
関
東
大

会
３
位
と
い
う
成
績
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
道
場
に
通
い
続
け
、
部
活
動
で
も
柔
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

強
く
な
る
た
め
に
練
習
の
場
所
を
求
め
、
道
場
の
先
輩
が
い
る
高
校
に
連
絡
し
練
習
に
参
加
し
た
り
、
両
親
に
協
力
し

て
も
ら
い
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
た
そ
う
で
す
。
〝
自
分
が
や
る
と
決
め
た
の
だ
か
ら
〟
と
い
つ
も
自
ら
言
い

聞
か
せ
、
自
分
で
強
く
な
る
方
法
を
模
索
し
た
新
井
さ
ん
。
高
校
も
あ
え
て
強
豪
校
の
私
立
校
に
進
ま
ず
、
自
分
で

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
さ
せ
る
顧
問
が
い
る
公
立
校
に
進
み
ま
し
た
。
高
校
２
年
の
時
に
よ
う
や
く
全
国
大
会
に
出
場

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
練
習
が
で
き
な
い

ほ
ど
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
母
親
か
ら
「
被
災
し
て
日
常
の
生
活
が
送
れ
な
い
人
が
多
く
い
る
中
で
、
毎
日
柔
道
が
で

き
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
。
柔
道
が
二
度
と
で
き
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
救
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
延
期
と
な
っ
た
今
回
の
東
京
五
輪
で
も
、
こ
の
言
葉
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
前
向
き

に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
ま
し
た
。
東
京
五
輪
準
決
勝
で
16
分
41
秒
と
い
う
長
時
間
の
持
久
戦
を
制
し
た
後
、
初

の
メ
ダ
ル
を
掴
み
取
っ
た
新
井
さ
ん
。
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
気

持
ち
で
戦
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は
約
２
０
０
人
が
参
加
。
柔
道
道
場
に
通
う
子
ど
も
た
ち
も
多
く
参
加
し
て
お
り
、
新
井
さ
ん
は

｢

自
分
が
や
る
と
決
め
た
こ
と
を
人
の
せ
い
に
し
て
逃
げ
出
さ
な
い
こ
と
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
継
続
し
続
け
小
さ
な
壁

で
も
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
人
生
に
つ
な
が
る
。
ど
ん
な
人
に
も
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
あ
り
ま
す｣

と
力
強
く

話
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
当
麻
中
学
校
で
講
演
を
行
っ
た
新
井
さ
ん
。
中
学
時
代
は
思
う
よ
う
に
柔
道
が
で
き
ず
嫌
が
ら
せ
も
受
け
、

悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
振
り
返
り
、｢

悔
し
い
思
い
を
悔
し
い
ま
ま
に
し
な
い
、
失
敗
を
成
功
に
変
え
る
強
い
心

を
持
つ
こ
と
、
自
分
が
ど
う
あ
り
た
い
か
信
念
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す｣

と
生
徒
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
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当
麻
町
は
令
和
４
年
５
月
に
開
拓
１
３
０
年
を
迎
え
ま
す
。

当
麻
が
辿
っ
て
き
た
歴
史
は
当
麻
町
史(

昭
和
50
年
発
行)

や

当
麻
百
年
史(

平
成
４
年
発
行)

な
ど
の
資
料
で
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ

て
き
た
の
か
？
そ
の
記
憶
を
未
来
に
残
す
た
め
に
、
当
麻
町

に
長
く
お
住
い
の
方
に
お
話
を
聞
き
、
そ
の
内
容
を｢

当
麻

の
記
憶｣

と
題
し
て
来
年
５
月
号
ま
で
毎
月
、
我
が
郷
土
に

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

｢

こ
の
辺
り
の
風
景
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
い
ん
だ
よ｣

と
話
す
の
は
、
宇
園
別
小
学
校
の
す
ぐ

近
く
に
住
む
柴
田
良
一
さ
ん(

昭
和
16
年
４
月
15
日
生)

。
農

耕
地
区
に
建
つ
自
宅
か
ら
は
大
雪
山
連
峰
を
見
渡
す
こ
と
が

で
き
、
〝
と
て
も
贅
沢
な
場
所
〟
と
ご
本
人
も
こ
の
地
区
を

大
変
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
柴
田
さ
ん
の
父
親
は
山
形
県
出

身
。
当
時
は
〝
長
男
が
家
を
継
ぐ
〟
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た

た
め
次
男
だ
っ
た
お
父
さ
ん
は
宇
園
別
の
こ
の
地
に
移
住
。

良
一
さ
ん
は
宇
園
別
に
生
ま
れ
、
宇
園
別
で
育
ち
ま
し
た
。

　

開
拓
当
時
、
当
麻
に
住
む
人
が
永
山
ま
で
出
る
た
め
の
要

所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
栄
え
た
宇
園
別
地
区
。
多
く
の
店
が

軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
39
年
と
明
治
42
年
の
大
火

に
よ
り
消
失(

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
施
設
消
防
組
が
宇
園
別

地
区
に
発
足
し
、
当
麻
消
防
組
織
の
起
源
と
な
っ
て
い
ま

す)
。
そ
れ
で
も
柴
田
さ
ん
が
幼
い
頃
は
、
現
在
住
宅
地
と

な
っ
て
い
る
ア
カ
シ
ヤ
団
地
付
近
の
国
道
沿
い
に
店
舗
や
酒

屋
、
魚
屋
、
豆
腐
屋
な
ど
が
並
び
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
宇
園
別
小
学
校
に
は
、
当
麻
中
学
校
宇
園
別
分
校(

中

学
２
年
ま
で)

も
置
か
れ
、
１
ク
ラ
ス
に
30
～
40
人
の
生
徒

が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
良
一
さ
ん
が
通
っ
た
の
は
初
代
校

舎
。
現
在
の
も
み
じ
団
地
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。
校
舎
は

昭
和
32
年
、
火
事
に
よ
り
体
育
館
を
残
し
消
失
。
同
年
、
同

じ
場
所
に
２
代
目
校
舎
が
建
築
さ
れ
、
３
代
目
と
な
る
現
校

舎
は
昭
和
57
年
に
現
在
の
場
所
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
食
の
無
い
時
代
だ
っ
た
の
で
弁
当
持
参
で
登
校
。
冬
は

弁
当
を
温
め
る
た
め
に
全
員
が
ス
ト
ー
ブ
の
周
辺
に
お
弁
当

を
並
べ
て
い
ま
し
た
が
、
中
に
は
た
く
あ
ん
を
入
れ
て
い
る

人
も
い
て
、
そ
の
匂
い
が
教
室
の
中
に
充
満
し
て
い
た
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地

域
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
昼
食
前
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
味

噌
や
野
菜
を
持
ち
寄
り
、
学
校
で
お
味
噌
汁
を
作
り
ふ
る
ま

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
だ
車
が
少
な
か
っ
た
時
代
で
す
が
、
国
道
39
号
線
に
は

ほ
こ
り
を
ま
き
上
げ
な
が
ら
走
る
バ
ス
が
往
来
し
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
場
は
国
道
か
ら
少
し
離
れ
た
石
狩

川
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
河
川
敷
に
は
山
ブ
ド
ウ
や
コ
ク
ワ
の

実
が
び
っ
し
り
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
に
は
、
男
の
子
は
裸

に
な
っ
て
川
に
飛
び
込
み
、
首
だ
け
水
面
か
ら
出
し
て
川
下

り
を
し
た
そ
う
で
す
。
女
の
子
は
男
の
子
の
衣
服
を
持
っ
て

土
手
を
追
い
か
け
た
の
だ
と
か
…
。
石
狩
川
に
は
当
時
、
鮭

が
昇
り
、
カ
ジ
カ
が
多
く
採
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
も
大
人
も

み
ん
な
が
集
ま
り
カ
ジ
カ
の
入
っ
た
鍋
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で

す
。｢

宇
園
別
は
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
地
区
な
ん

だ
よ｣

と
良
一
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

山
の
無
い
宇
園
別
地
区
。
子
ど
も
た
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
木
で
作
っ
て
く
れ
た
ス
キ
ー
を
担
い
で

向
か
う
の
は
当
麻
神
社(

現
在
の
旧
神
社
跡
公
園)

が
あ
る
小

高
い
丘
で
し
た
。
大
き
く
な
る
と
射
的
山
ま
で
足
を
延
ば
し

ジ
ャ
ン
プ
台
な
ど
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

当 麻 の 記 憶  １ ３ ０  m e m o r y

国道 39 号線の今と昭和 47 年頃。昔は歩道がなかった
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現
在
の
大
雪
頭
首
工
付
近
に
水
路
の
要
で
あ
る
渡
船
場
・

駅
逓
が
あ
っ
た
た
め
、
当
麻
に
屯
田
兵
が
入
植
す
る
前
か
ら

開
拓
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
伊
香
牛
地
区(

明
治
22
年
に
伊

香
牛
地
区
に
和
人
が
足
を
踏
み
入
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
麻
に
屯
田
兵
が
入
植
し
た
の
は
明
治
26
年)

。
大
正
11
年

に
石
北
線
が
町
内
に
開
通
。
翌
年
に
は
伊
香
牛
駅
に
列
車
が

走
り
駅
前
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
終
戦
頃
に
は
パ
チ

ン
コ
屋
、
居
酒
屋
、
呉
服
屋
、
お
菓
子
屋
、
床
屋
、
豆
腐
屋

…
と
商
店
が
軒
を
連
ね
、
永
山
に
近
い
宇
園
別
地
区
よ
り
も

栄
え
て
い
た
と
当
時
を
振
り
返
る
の
は
白
鳥
富
雄
さ
ん(

昭

和
７
年
11
月
５
日
生)

。

　

富
雄
さ
ん
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
伊
香
牛
。
宮
城
県
か
ら
移

住
し
た
父
親
は
家
畜
商
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
農
家
を
す
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
馬
の
売
買
を
仲
介
す
る
仕
事
で

す
が
、
動
け
な
く
な
っ
た
馬
を
引
き
取
り
食
肉
商
に
売
る
こ

と
も
し
て
い
た
た
め
、
通
称
〝
馬
喰(

ば
く
ろ
う)

〟
と
呼
ば

れ
、
当
時
は
あ
ま
り
良
い
商
売
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
富

雄
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
の
真
っ
た
だ
中
に
幼
少
期
を
過
ご
し
た
富
雄

さ
ん
は
戦
前
は
伊
香
牛
小
学
校
、
戦
時
中
は
伊
香
牛
国
民
学

校(

昭
和
16
～
22
年)

と
改
称
さ
れ
た
伊
香
牛
小
学
校
に
通
い

ま
し
た
。
宇
園
別
、
北
星
か
ら
も
通
う
子
ど
も
が
お
り
、
高

等
科
ま
で
含
め
る
と
４
０
０
人
以
上
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
は
も
っ
ぱ
ら
〝
戦
争
ご

っ
こ
〟
。
イ
タ
ド
リ
の
木
で
鉄
砲
を
作
り
、
紙
を
玉
に
し
て

敵
味
方
に
分
か
れ
遊
ん
だ
そ
う
で
す
。
階
級
も
つ
け
ら
れ
て

お
り
、
参
加
し
な
け
れ
ば
ど
ん
ど
ん
階
級
が
落
と
さ
れ
る
の

で
毎
日
参
加
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
冬
は
自
分
で
板
を
見
つ

け
て
き
て
、
ス
キ
ー
に
し
て
遊
び
ま
し
た
。
子
ど
も
が
作
る

ス
キ
ー
で
す
か
ら
左
右
の
大
き
さ
は
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
が
、

ジ
ャ
ン
プ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

伊
香
牛
の
開
拓
は
屯
田
兵
が
開
拓
し
た
伊
香
牛
１
・
２
区

と
個
人
が
開
拓
し
た
伊
香
牛
３
区
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
伊

香
牛
３
区
の
開
拓
地
は
後
に｢

細
野
農
場｣
と
呼
ば
れ
３
０
０

戸
以
上
の
小
作
人
が
農
地
を
耕
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
も

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
明
治
33
年
に
は
こ
の
地
区
に
簡
易
教
育

所
が
設
置
さ
れ
、
伊
香
牛
小
学
校
の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

２
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
た
伊
香
牛
地
区
は
お
互
い
あ
ま
り

仲
が
良
く
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
富
雄
さ
ん
が
小
学
校
に
通

っ
て
い
た
頃
は
伊
香
牛
地
区
に
住
む
子
ど
も
は
皆
、
伊
香
牛

小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
人
同
様
、
子
ど
も
た
ち

も
あ
ま
り
仲
が
良
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す(

現
在
は
も
ち
ろ

ん
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん)

。

　

国
道
39
号
線
は
当
時
、
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
泥
炭
地
の

た
め
道
も
悪
く
、
が
た
が
た
の
道
だ
っ
た
こ
と
か
ら
〝
ド
ン

ド
ン
原
野
〟
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
当
麻
ス
カ

イ
パ
ー
ク
滑
空
場
入
口
付
近
の
漑
が
い
溝
側
に
は
１
体
の
お

地
蔵
さ
ん
が
祭
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
灌
が
い
溝
に
大
量
の
水

が
流
れ
て
お
り
、
水
に
流
さ
れ
る
人
が
多
か
っ
た
た
め
、
事

故
が
無
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
地
域
の
人
た
ち
で
建
立
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
国
道
39
号
線
の
舗
装
工
事
に
伴
い
、

親
子
山
の
親
山
頂
上
に
移
設
。
同
様
に
駅
前
に
あ
っ
た
お
地

蔵
さ
ん
も
移
設
さ
れ
、
今
で
も
伊
香
牛
の
土
地
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。

　

当
麻
に
古
く
か
ら
お
住
ま
い
の
方
は
国
道
39
号
線
と
交
差

す
る
道
路
を｢

○
条
道
路｣

と
呼
ば
ず
に
、｢

○
丁
目
道
路｣

と

呼
び
ま
す
。
こ
れ
は
開
拓
当
初
、
当
麻
が
永
山
村
に
属
し
て

お
り
、
永
山
１
丁
目
、
２
丁
目
…
の
つ
な
が
り
で
道
路
標
示

が
さ
れ
て
い
た
た
め
。
今
で
も
国
道
沿
い
の
道
北
バ
ス
停
留

所
に
は
こ
の
名
残
が
残
っ
て
お
り
、
親
子
山
を
通
る
道
路
は

11
条
道
路
で
す
が
、
こ
の
道
路
が
国
道
39
号
線
と
交
差
す
る

場
所
に
あ
る
バ
ス
停
に
は｢

当
麻
27
丁
目｣

と
表
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

当 麻 の 記 憶  １ ３ ０  m e m o r y

大雪頭首工付近にある伊香牛駅逓・渡船場跡の碑。ここから当麻の開拓が始まった
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ー
北
海
道
初
の
基
幹
店
ー

　

シ
ュ
ラ
フ(

寝
袋)

、
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
中
心
に
ア
ウ
ト
ド
ア
製
品
の
製
造
・
販

売
を
展
開
す
る
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ(

ナ
ン
ガ　

横

田
智
之
社
長)

。
北
海
道
初
の
基
幹
店｢

Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｇ
Ａ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｍ
Ａ(

甲
斐
綾
乃

代
表
・
勝
山
真
司
店
長)｣

が
10
月
30
日
、
昆

虫
館
パ
ピ
ヨ
ン
シ
ャ
ト
ー
前
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
進
出

し
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
が
町
内
に
店
舗
を
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向

上
、
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
地
域
の
活
性
化

が
図
れ
る
も
の
と
し
て
当
麻
町
も
積
極
的
に

誘
致
。
店
舗
が
建
つ
町
有
地
は
貸
付
料
を
受

け
、
貸
し
付
け
。
新
店
舗
は
民
間
事
業
者

の
投
資
で
建
築
し
、｢

と
う
ま
の
お
店
元
気
事

業｣

な
ど
の
補
助
金
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
と
は
ー

　

布
団
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
滋
賀
県

に
本
社
・
工
場
を
置
く
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
は
、

１
９
４
１
年(
昭
和
16
年)

に
布
団
製
造
業
と

し
て
開
業
し
た｢

横
田
縫
製｣

が
ル
ー
ツ
。
国

内
大
手
布
団
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
縫
製
加
工
下

請
け
な
ど
で
発
展
し
、
１
９
８
８
年(

昭
和

63
年)

に
国
内
大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
寝
袋
の
縫
製
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
寝
袋
の
縫
製
を
開
始
し
ま
す
。

そ
の
後
、
１
９
９
５
年(

平
成
７
年)

に
社
名

を｢

株
式
会
社
ナ
ン
ガ｣

に
変
更
。
最
近
で
は

主
力
製
品
で
あ
る
寝
袋
、
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
他
、
ア
パ
レ
ル
製
品
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
ち
な
み
に
ナ
ン
ガ
と
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
に
そ
び
え
た
ち
、
屈
指
の
難
易
度
を
持

つ
こ
と
か
ら
、
〝
人
食
い
山
〟
の
異
名
で
登

山
者
か
ら
恐
れ
ら
れ
る
高
峰｢

ナ
ン
ガ
・
パ

ル
バ
ッ
ト｣

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
布
団
製

造
業
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
寝
袋
や
ダ
ウ
ン
製

品
に
使
用
さ
れ
る
羽
毛
は
す
べ
て
自
社
で
厳

選
。
羽
毛
の
質
だ
け
で
な
く
配
分
量
に
も
こ

だ
わ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
暖
か
く
快
適
に
過
ご

せ
る
製
品
を
開
発
製
造
し
て
い
ま
す
。
ま
た

自
社
工
場
を
持
つ
た
め
縫
製
な
ど
品
質
面
で

も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
横
田
社
長
は

｢

こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
製

品
を
送
り
出
せ
る
こ
と
が
強
み｣

と
胸
を
張

り
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ

当
麻
に
北
海
道
初
基
幹
店
オ
ー
プ
ン

多彩なラインナップを揃えるＮＡＮＧＡ ＳＨＯＰ ＴＯＨＭＡ。ユーザーはニーズに合った製品を選ぶことができる



ー
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
ー

　

当
麻
町
で
北
海
道
初
の
基
幹
店
オ
ー
プ
ン

と
な
っ
た
背
景
に
は
、
町
内
で
ア
パ
レ
ル
シ

ョ
ッ
プ｢

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｄ(

ム
ー
ン
ロ
イ

ド)｣(

６
東
４)

を
運
営
す
る
有
限
会
社
オ
フ

ィ
ス
甲
斐　

甲
斐
綾
乃
代
表
の
強
い
推
薦
が

後
押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｏ

Ｉ
Ｄ
は
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
別
注
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド

｢

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ 

Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｌ｣

や
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ラ
ン
ド
の
別
注
品
を
企
画

・
販
売
す
る
ほ
か
、
甲
斐
代
表
が
厳
選
し
た

衣
料
品
、
服
飾
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト｢

楽
天
市
場｣

の
売
り
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
に
入
る
同

店
で
す
が
、
〝
北
海
道
発
信
の
ア
パ
レ
ル
メ

ー
カ
ー
〟
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
は
違
う
価
値
観
を
体
現
で
き
る
場

所
、
ま
た
店
舗
に
来
る
ま
で
の
道
の
り
も
お

客
さ
ん
に
提
供
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

の
一
つ
と
し
て
２
０
１
７
年(

平
成
29
年)

に

旭
川
市
よ
り
当
麻
町
に
移
転
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
を
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
オ
ー
プ
ン

時
か
ら
取
り
扱
う
大
切
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

い
る
甲
斐
代
表
は
、
当
麻
山
が
春
夏
秋
冬
そ

れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
場
所
で
あ

り
、
近
年
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る｢

冬
キ
ャ

ン
プ｣

も
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い

か
に
暖
か
く
過
ご
せ
る
か
を
見
出
す
こ
と
が

得
意
な
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
が
当
麻
山
に
店
舗
を
持

つ
こ
と
で
、
製
品
を
体
感
で
き
る
場
所
と
し
て

も
活
用
で
き
る
と
強
く
感
じ
た
と
話
し
ま
す
。

　

始
め
は
札
幌
市
に
基
幹
店
の
構
想
を
立
て

て
い
た
横
田
社
長
。
比
べ
て
〝
超
〟
が
つ
く

ロ
ー
カ
ル
な
町
に
基
幹
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
こ
と
に
つ
い
て
、｢

販
売
実
績
の
あ
る
甲

斐
代
表
が
自
信
を
持
っ
て
進
め
る
場
所
だ
か

ら
、
提
案
を
無
下
に
す
る
理
由
は
な
か
っ

た｣

と
話
し
ま
す
。
ま
た
都
会
の
店
舗
と
全

く
違
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
る
こ
と
に
期
待
し

て
お
り
、
地
域
と
と
も
に
良
い
発
展
が
し
て

い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
と
話
し
ま
し
た
。

ー
当
麻
の
魅
力
を
発
信
ー

　

開
店
か
ら
１
カ
月
以
上
が
経
ち
、
遠
い
と

こ
ろ
で
は
稚
内
や
函
館
か
ら
も
お
越
し
い
た

だ
い
て
い
る
と
笑
顔
で
話
す
勝
山
店
長
。
今

後
は
主
力
商
品
で
あ
る
シ
ュ
ラ
フ
を
使
っ
た

キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
を
当
麻
山
で
開
催
す
る

ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
に
レ
ン
タ
ル
も

考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
使
っ

て
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
ん
で
ほ
し
い
と

話
し
ま
し
た
。
甲
斐
代
表
は｢

実
際
の
フ
ィ

ー
ル
ド
で
試
用
で
き
る
と
い
う
の
は
新
し
い

試
着
の
形
で
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
観
点
で
、
都
会
で
は
な
い
当
麻
町
は
非

常
に
魅
力
的
な
町
で
す
。
多
く
の
お
客
様
を

当
麻
町
に
呼
び
込
む
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し

た
い
で
す
ね｣

と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

キャンプ場隣に店舗を構えることでフィールドでの使用感がリサーチできるとともに、アウトドアブランドとしてのイメージを色濃く出すことができる



人のうごき 11 月末現在・(　)内は前月比

総人口 男 女 世帯数
6,280（-3） 2,918（6） 3,362（-9） 3,035（3）
0～19歳 20～39歳 40～64歳 65歳以上

904（1） 857（5） 1,907（-3） 2,613（-4）

池田　　聖
ひじり

ちゃん

(３東３)

林　　悠
ゆ づ き

月ちゃん

(中1)

11月30日現在で当麻町に住民票のある令和２年10、11月生まれの赤ちゃ
んです(町広報撮影)

｢我が郷土｣新春号(令和３年12月20日発行)通巻1117号
●発行／当麻町●編集／情報発信戦略課
〒078-1393　北海道上川郡当麻町3条東２丁目11番１号
☎0166-84-2111　FAX0166-84-4883
ホームページ　http://town.tohma.hokkaido.jp
Ｅメール　kouhou@town.tohma.hokkaido.jp
フェイスブック　https://www.facebook.com/town.tohma
ユーチューブ　https://www.youtube.com/user/TohmaTownHokkaido

次号発行は２月10日(木)です

令和２年11月から10月までに

満１歳を迎えた

当麻の元気な赤ちゃんたち

今月の表紙写真

“とうま”の

元気な赤ちゃんたち

年末・年始期間中のごみの臨時収集
　年末年始に伴い、ごみ収集は令和３年12月31日から令和４年１月５日までお休みとなりますが、“燃やせるごみ” 
のみ臨時収集を次の日程で行います。皆さんのご協力をお願いします。
●収集日　令和４年１月４日（火）
※各地区の収集時間は決まっていませんので、必ず午前８時30分までに出していただくようお願いします
※上記以外の収集はできません。臨時収集日にごみを出せない場合は次回の地区収集日に出してください
●詳しくは…　税務住民課環境生活係（☎84－２１１１内線132・134）

年末・年始、主な公共施設の休日案内
●役　　　　　　場
●町 立 診 療 所
●町 立 図 書 館
●スポーツセンター
●公民館まとまーる
●農村環境改善センター
●農林業合同事務所内
　農林業振興課
●郷土資料館ここから

●ヘルシーシャトー
●スクールバス
●ふれあい交流センター｢輝き｣
●道の駅物産館
　（でんすけさんの家）
●スキー場
●くるみなの木遊館
●加工研究センター
●葬斎場

12月31日から１月５日まで
12月30日から１月５日まで 
12月31日から１月５日まで
12月30日から１月３日まで
12月30日から１月５日まで
12月31日から１月５日まで
12月31日から１月５日まで

12月29日から１月５日まで

１月１日(12月31日は午後６時まで)
12月31日から１月３日まで
12月31日から１月５日まで
12月31日から１月３日まで

12月31日から１月２日まで
12月29日から１月５日まで
12月31日から１月５日まで
１月１日から１月２日まで




